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役場
12月29日（月）～１月４日（日）休業
※日直配置（午前８時30分～午後５時）

体力づくりフロア　※毎週月曜閉館
12月29日（月）～１月３日（土）休館

休日診療　※事前に電話連絡をしてください。
12月30日（火）～１月３日（土）
 ・伊都地方休日急患診療所
（☎0736-33-1903）
診療時間　午前９時～正午（受付11時30分まで）
　　　　　午後１時～５時（受付４時30分まで）
 ・伊都地方休日急患歯科診療所
（☎0736-33-1905）
診療時間　午前９時～正午

かつらぎ斎場
１月１日（木）～３日（土）休業
※通夜は12月30日（火）まで

し尿汲み取り
　休業前は混雑が予想されますので、早めの
申し込みをお願いします。
 ・アップランド㈱・㈱松本衛生
12月27日（土）～１月４日（日）休業
※年内のくみ取り受付12月10日（水）まで
 ・㈲武田清掃
12月28日（日）～１月４日（日）休業
※年内のくみ取り受付は終了しました。

ごみの収集
 ・可燃性ごみ、プラ・ペットごみ、不燃性ごみ
12月31日（水）～１月４日（日）は収集を
しません。※収集カレンダーをご確認くださ
い。
 ・直接持込粗大ごみ
１月１日（木）・２日（金）休業
※３日（土）は、午前８時から正午まで受付。
広域ごみ処理場へ直接持ち込んでください。

　この度、かつらぎ町が大東建託株式会社の
「いい部屋ネット街の幸福度＆住み続けたい街
ランキング2025」において、 「住み続けたい
街」部門で２年連続、通算３回目となる和歌
山県第１位、関西第４位に選ばれました。特
に評点項目の「街に愛着がある」が和歌山県
第１位、「街に誇りがある」が和歌山県第３位
となるなど、町民の皆さまが日々の暮らしの
中でかつらぎ町を大切に思い、愛着と誇りを
持って暮らしていることが示されました。
　この調査は、実際に地域に住む方々の声を
基にまとめられています。つまりこの結果は、
町民の皆さま一人ひとりの実感が反映された
ものであり、町としてこれ以上の喜びはあり
ません。皆さまが感じておられる「暮らしや
すさ」や「人の温かさ」が、このような評価
に繋がったものと深く感謝しております。
　本町は、豊かな自然と歴史に包まれた地域
であり、道路交通網も京奈和自動車道や国道
480号鍋谷トンネルの開通など、生活の利便
性は高く、子育てや医療の充実、健康づくり、
高齢者や障害者支援なども充実しており、生
活の安心を支える環境が整っていると思いま
す。そして何よりも住民が互いに助け合い、
支え合うことで生まれる「温もりのある街」
こそが、かつらぎ町の大きな魅力でもあります。
一方、少子高齢化を始め、課題も沢山ありま
すが、かつらぎ町の未来をより明るく、より
誇れるものにするために、町民の皆さまと共に、
まちづくりを進めてまいります。
　また、新たに10月から乗合交通「かつらい
ど」の実証運行が始まりました。10月末の集
計で登録者が240人、利用者は延べ600人、
１台あたりの平均乗車数は約1.5人となってお
り、乗り合いでの利用が32％を超えておりま
す。この状況は予想以上の結果であり、持続
可能であると考えているところです。
　更に便利に、更に安心して「住み続けられ
る街」を目指してまいりますので、引き続き、
ご理解ご協力の程、よろしくお願いいたします。

かつらぎ町長　中阪　雅則　

町長メッセージ
町民のみなさまへ
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年末年始の業務
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 異業種間交流や企業連携の機会を作り、有
事の際の連携強化や地域活性化などを目的に
開催します。
　 日程　令和８年１月７日（水）午後２時～
 　場所　総合文化会館大ホール
 　対象　事業者の方どなたでも
 　申込方法
　町ホームページのウェブフォーム、または
同ページからダウンロードした「出席用紙」
に必要事項を記入し、FAXにてお申し込みく
ださい。
 　申込期限　12月15日（月）

広報かつらぎ  令和7年（2025年）12月号3

乗用型トラクター
シートベルト着用義務化

図書館事務補助員募集

　町立図書館では、図書整理などの業務を行
う事務補助員を募集します。
募集人員　１人
業務内容　図書館の受付業務と図書の整理な
　ど。
任用期間　令和８年２月１日(日)～３月31日
　(火)※勤務実績などにより再度雇用する場
　合あり。
勤務条件　主に土日祝（週１～２回)と蔵書
　点検など（午前８時45分～午後５時15分)
給料　時給1,127円
選考方法　面接
身分　会計年度任用職員
応募資格
・普通自動車免許を有すること。
・簡単なパソコン操作ができること。
応募方法
　市販の履歴書に記入の上、図書館までご持
参ください。
　 受付期間　12月９日（火）～23日（火）
　　　　　　※月曜除く午前９時～午後５時 　 まちづくり推進課商工振興係（内線2212）

令和８年
新年賀詞交歓会の開催

職員採用・募集

　道路運送車両の保安基準の改正により、乗
用型トラクターへのシートベルト着用が義務
化されました。
　農耕作業用特殊車の死亡事故は、特に乗用
型トラクターの路外逸脱や転倒により、車体
の下敷きになる死亡事故が多くなっています。
　シートベルトや安全フレームを使用し、事
故から身を守りましょう！
 　適用開始日　令和９年１月１日（金）
　 対象車両
　 適用日以降に製造された乗用型トラクター

　 生涯学習課社会教育係（内線3021）

　 農林振興課農業振興係（内線2103）

　道路に隣接する土地の木の枝や生垣が道路
上にはみ出したり、覆いかぶさるなど通行に
支障となっている事例が多く見受けられます。
これは、道路標識やカーブミラーなどを見づ
らくし、通行に支障があるだけでなく、交通
事故の原因にもなりかねません。
　私有地から道路上に張り出している枝や葉
は、所有者の方が適正に管理する必要があり
ます。
　交通事故を未然に防止し、安全で安心して
道路を通行できるよう、定期的な枝葉の剪定、
刈り込みにご協力をお願いします。
　また、道路上に物を置いて占有する行為も
通行の妨げとなりますので、置かないように
してください。

 建設課管理係（内線2086）

町道に接する土地をお持ちの皆さま
建設課からのお願い



排水設備技術者・工事店の更新
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　町ではこれまで、「果樹共済」と「収入保険」
の掛け金（保険料）の一部を補助してきまし
たが、令和８年度から「果樹共済」掛金に対
する、町の補助を廃止します。
 今後は、自然災害だけでなく、価格の下落
や病虫害、ケガや病気による作業不能など、
幅広いリスクを補償できる「収入保険制度」
への加入をご検討ください。
　 注意事項　現在「果樹共済」に加入中、ま 
　たは今後加入予定の方はご注意ください。
 　収入保険の特長
　自然災害による収量減少に加え、価格の低
下や病虫害、ケガや病気による作業不能など、
農業者の経営努力では避けられないあらゆる
リスクを広く補償。

問い合わせ
・加入手続き・保険内容など
　和歌山県農業共済組合（NOSAIわかやま）
　〒649-6531　紀の川市粉河681-2
　☎0736-73-6724
・補助金に関すること
　☎農林振興課農業振興係（内線2103）

　責任技術者・指定工事店の登録期間は、登
録日から５年です。引き続き登録を受けると
きは、更新登録手続きが必要です。
 注意事項　受付時には書類審査が必要なた
　め、できるだけ早くお越しください。
 　日程
申請書配布　12月１日（月）～８日（月）
申請書受付　12月１日（月）～15日（月）
申請期限　12月15日（月）
 　手数料　責任技術者　3,000円
　　　　　 指定工事店　5,000円

町からのお知らせ

　12月末に、個人事業主および法人に対して、
固定資産税課税に係る償却資産申告案内を送
付します。令和７年度に償却資産に対する課
税があった方（事業者）、または令和７年中
に償却資産の増減があった場合や新規事業を
開始した場合は申告が必要です。
　町ホームページから申告書をダウンロード
し記入の上、提出をお願いします。（税務課で
も用意しています）
　申告が必要な方は、期限内に申告をするよ
うご協力お願いします。
 　対象　町内で事業を行っている方
 　必要書類　償却資産申告書一式
 　申込方法　郵送もしくは電子送信
 　提出期限　令和８年２月２日（月）
　　　　　　 ※期限後も随時受付

　 税務課固定資産税係（内線2043）

上下水道課（☎22-6566）

　 健康保険課健康推進係（内線2068）　

健康づくり

令和８年度以降
「果樹共済」掛金補助の廃止

　

 年間を通して、糖尿病の正しい知識が学べ
る教室です。みんなで楽しく健康づくりに取
り組んでみませんか。
 　日程　12月10日（水）
             午前9時30分～11時30分
 　場所　保健福祉センター３階
 　内容　糖尿病の合併症予防について
 　講師　県立医科大学附属病院紀北分院
　　　　 副看護師長　林　里恵　氏

糖尿病フォローアップ教室

償却資産の申告案内の送付

税・保険料
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まちのわだいまちのわだい

特別叙勲受章
　10月10日（金）、（故）山田卓司さん（寺尾）に対する叙勲（瑞宝双光章）伝達があり、妻の里美さん
が代理受章されました。また、県知事と町長から記念品が贈呈されました。
　今回の受章は、山田さんが38年にわたり教員として教育に携わり、教育の発展と充実に寄与された
功績によるものです。

　10月21日（火）、池田八主雄さん（移）が文部科学大臣から「令和７
年度地方教育行政功労者表彰」を授与されました。その栄誉を称え、町
長からお祝い状と記念品が贈呈されました。
　今回の受賞は、池田さんが平成26年９月より10年の長きにわたり、か
つらぎ町教育委員会教育長を務められ、認定こども園の開園など、ソフ
ト・ハードの両面で幾つもの施策の実現に尽力され、町の教育行政の発
展・充実に多大な貢献をされた功績によるものです。

地方教育行政功労者表彰受賞

　株式会社はまだ様と株式会社松本コンサルタント様から、企業
版ふるさと納税制度を活用したご寄附をいただきました。
　いただいたご寄附は、「地域経済・地域活力につながる交流人口
を拡大する事業」など、町の活性化に係る事業に活用させていた
だきます。心より感謝申し上げます。

企業版ふるさと納税のご寄附

　10月１日（水）、髙嶋眞智子さん（兄井）が県知事から
知事感謝状が贈呈され、小山等さん（中飯降）が県社会福
祉協議会会長から表彰されました。
　お二人は、厚生労働大臣から委嘱され、15年以上にわた
り民生委員・児童委員としてご活躍されています。常に住
民の立場に立ち親身になって相談に応じ、地域福祉の向上
に多大な尽力をされてきた功績が高く評価されたもので
す。

令和７年度
和歌山県社会福祉功労者表彰

髙嶋さん 小山さん

写真上）株式会社はまだ代表取締役社長　濱田ひとみ様と町長
写真下）株式会社松本コンサルタント副社長　松本憲資様と町長

池田さん



令和６年度決算報告

　令和６年度決算について、一般会計では歳入 119 億 2,680 万 3,723 円、歳出 115 億 4,412 万 
3,114 円、差引 ３億 8,268 万 609 円 となりました。令和６年度にどれくらい収入があり、どのような
目的で使われたのか、決算の概要と財政状況をお知らせします。

議会費 議会活動など
総務費 自治振興･選挙など

福祉･医療など
保健･ごみ･し尿など
農林業振興など
商工･観光振興など
道路･公園の整備など

民生費
衛生費
農林水産業費
商工費
土木費

消防･救急など消防費
小中学校･生涯教育など教育費 
町債 ( 借入金 ) の返済公債費
災害復旧事業費などその他

個人町民税 ５億 7,487 万 8,420 円
法人町民税 １億 1,705 万 4,200 円
固定資産税 ９億 9,928 万 5,601 円
軽自動車税 8,574 万 1,455 円
町たばこ税 １億 1,864 万 4,339 円
都市計画税 １億 68 万 4,983 円
入湯税 876 万 5,325 円

町税の内訳

支出科目の内容

　歳入のうち町税では、定額減税の実施により町税全体で 2,510 万 6,245 円 の減
額となりました。しかし、歳入全体では地方特例交付金や地方消費税交付金など
の増加により ２億 2,246 万 6,999 円 増加しました。

一般会計

歳入
0101

　歳出において、文化財拠点施設整備事業費や災害復旧に係る事業費が増加した
ことで、歳出全体で ３億 870 万 2,671 円 の増加となりました。

一般会計

歳出
0202

20億
505万
4,323円

43億
6,641万
7,000円15億

5,901万
7,740円

７億
9,043万
9,311円

５億
1,512万
5,825円

1億
6,140万
7,965円

７億
8,770万円

17億
4,164万
1,559円

令和６年度
歳入決算額

119億
2,680万3,723円

町税
16.8%

地方
交付税

36.6%国庫支出金
13.1%

県支出金
6.6%

繰入金
4.3%

諸収入
1.4%

町債
6.6%

その他
14.6%

令和６年度
歳出決算額

115億
4,412万3,114円

総務費

14.6%

民生費
27.6%

衛生費
8.4%

議会費
0.8%

その他
12.5%

公債費
12.4%

農林水産業費
2.9%

商工費
1.7%

土木費
6.9%

消防費
3.9%

教育費
8.3%

9,550万6,480円
16億
8,475万
4,090円

31億
8,148万
6,282円

3億3,857万
236円

1億
9,218万4,893円

4億
5,573万
1,319円

9億
5,490万
3,745円

14億
3,521万
3,366円

14億4,575万626円
（うち災害復旧分

 8億6,103万7,175円）

9億6,292万
2,533円

7億9,709万
9,544円
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会計名 歳入
シビックセンター １億 5,355 万 4,859 円
国民健康保険事業 22 億 6,256 万 8,013 円
天野診療所事業 953 万 9,894 円
後期高齢者医療事業 ６億 5,594 万 1,977 円
介護保険事業 28 億 1,001 万 7,741 円
花園地域交流推進施設運営事業 9,053 万 2,937 円

歳出
１億 5,348 万 153 円

22 億 2,381 万 4,032 円
921 万 2,221 円

6 億 4,647 万 9,589 円
27 億 3,134 万 1,688 円

9,053 万 2,937 円

差引
７万 4,706 円

3,875 万 3,981 円
32 万 7,673 円
946 万 2,388 円
7,867 万 6,053 円

０円
計 59 億 8,215 万 5,421 円 58 億 5,486 万 620 円 １億 2,729 万 4,801 円

主な実施事業0303

　全ての会計において黒字決算となり、総額では、歳入 59 億 8,215 万 5,421 円、歳出 58 億 5,486
万 620円となり、差引１億2,729万 4,801円の黒字となりました。

 特別会計決算0404

　公営企業会計は、地方公営企業法の適用を受ける会計で、一般会計や特別会計と区別されます。
令和６年度は水道事業会計においては黒字決算、下水道事業会計は赤字決算となりました。

公営企業会計決算0505

事業費

事業概要
　新庁舎の整備に向け、基本条件の検討、概算事業費
の算出、市場調査などを行いました。

庁舎整備事業

4,242万 6,876円 事業費

事業概要
　住民税の定額減税と、減税しきれない差額分の給付
を行いました。

定額減税補足給付金（調整給付）

1億 2,217万 3,927円

事業費

事業概要
　笠田小学校の水泳授業の指導を、民間のスイミング
スクールに委託しました。

笠田小学校水泳指導業務委託料

600万 280円 事業費

事業概要
　文化財拠点施設整備工事などを実施しました。

文化財拠点施設整備事業

5,691万 7,365円

水道事業会計決算

３億 8,274 万 164 円
総収益

３億 6,769 万 1,599 円
総費用

1,504 万 8,565 円
当年度純利益

9,365 万 5,207 円
当年度未処分利益剰余金

5,160 万 6,642 円
前年度繰越利益剰余金

９億 1,327 万 3,075 円
流動資産

8,514 万 7,879 円
流動負債

８億 2,812 万 5,196 円
差 引

４億 4,568 万 3,937 円
総収益

４億 6,886 万 2,404 円
総費用

2,317 万 8,467 円
当年度純損失

2,317 万 8,467 円
当年度未処理欠損金

０円
前年度繰越利益剰余金

2,981 万 6,764 円
流動資産

２億 6,324 万 3,807 円
流動負債

△２億 3,342 万 7,043 円
差 引

下水道事業会計決算
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　基金は条例に基づき設置するもので、特定の事業を行うためや、財源不足に対応するために積立て・
取り崩しを行う預金のことです。令和６年度は地方特例交付金などの収入が増加したことで、基金現在
高が増加しました。
　町債は建設事業をするために町が行う借金のことです。後年にわたって借金を返済することで、事業
に係る世代間の負担を公平化します。令和６年度は、返済額が新規の借入額を上回ったことで、現在
高が減少しています。

基金・町債0606

目的税等使用状況0707
　歳入のうち、都市計画税、入湯税、森林環境譲与税、消費税交付金 ( 社会保障財源分 ) については、
一定の政策目的を達成するために使途を限定されています。
　令和６年度におけるこれらの歳入の使途は、次のとおりです。

町民１人当たりの預金 / 借金

人口 16,309 人 
預金 12 万円 
借金 84 万円

令和２年度
人口 15,211 人 
預金 21 万円 
借金 78 万円

令和６年度

下水道事業 3,045 万 4,000 円
都 市 計 画 事 業 費 ４億 3,074 万 4,000 円  

町債償還
内
訳

財
源

４億 29 万円
都市計画税 １億 68 万 5,000 円
国庫支出金 802 万 5,000 円
町債 １億 2,410 万円
一般財源 １億 9,455 万 9,000 円
その他 337 万 5,000 円

　都市計画事業・土地区画整理事業の財源とするため、
家屋や土地の所有者に課税されています。

都市計画税11

歳入額

使途 下水道に係る事業費や先立って都市計画事業を実施

した際に借り入れた借金の返済に活用しました。

1億 68万 5,000円

観光パンフレット印刷 155 万 9,000 円
観光トイレ清掃業務委託料 406 万 1,000 円

合併処理浄化槽設置補助金

財
源

1,808 万円
入湯税 876 万 5,000 円
国庫支出金 342 万 8,000 円
県支出金 342 万 8,000 円
地方債 370 万円
一般財源 437 万 9,000 円

歳入額

使途

　環境衛生施設、消防施設などの整備、観光施設に係
る経費の財源とするため、入湯客に課税されています。

入湯税22

観光トイレ清掃や観光パンフレット印刷、合併処理浄

化槽設置補助に係る財源として活用しました。

876万 5,000円

木製玩具製作事業 315 万 3,000 円
森 林 整 備 事 業 費 2,951 万 9,000 円

森林クラウドシステム運営事業 20 万円
木育推進事業 63 万 4,000 円
高性能林業機械レンタル補助事業 12 万 2,000 円
西部公園キッズスペース活用事業 ４万円
基金積立
財
源

600 万円
森林環境譲与税 3,964 万 4,000 円
一般財源 ２万 4,000 円

歳入額

使途

　森林整備や林業人材の確保、木材利用の促進等の財源とするた
め、国から市町村に譲与されている税金です。

森林環境譲与税33

 森林の整備事業や木製玩具製作事業の財源として活用しました。

3,964万 4,000円

基金・町債 現在高の推移

※一般会計に係る基金・町債のみを集計しています。

�
�
��
��
��
��
��
��

R�R�R�R�R� ��

���

���
町
債
残
高

(

億
円

)

基
金
残
高

(

億
円)

���億
���万円 ���億

���万円 ���億
�,���万円 ���億

�,���万円

��億
���万円

��億
�,���万円

��億
���万円

��億
�,���万円

��億
�,���万円

���億
�,���万円
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　健全化判断比率・資金不足比率は、町の財政状況を判断するための指標で、前年度の決算を基に
比率を算定し、全ての地方公共団体が毎年公表します。この比率が一定の基準を超えた場合は、財政
健全化計画などの策定が義務付けられます。令和６年度決算の算定の結果は、全ての数値において、
早期健全化基準または経営健全化基準を下回っているため、健全化計画の策定は不要です。

健全化判断比率・ 資金不足比率0808

６年度
( 前年度 ) 

ー
( ー )

実質赤字
比率

早期健全化基準 ��.��%
��.��%

ー
( ー )

連結実質
赤字比率

��.��%
��.��%

�.�%
(�.�%)

実質公債費
比率

��.�%
��.��%

��.�%
( ��.�%)

将来負担
比率

���.�%
財政再生基準

健全化判断比率

下水道事業会計

水道事業会計 ー

ー

資金不足
比率特別会計の名称

経営健全化
基準

��%

資金不足比率

※実質赤字比率・連結実質赤字比率、資金不足比率は赤字額 ( 資金不足額 ) がないため、「-」で表示します。

用語の解説

実質赤字比率11
町の一般会計などの赤字の比率

連結実質赤字比率2
町の全ての会計の収支を合算し、町全体としての赤字の比率

実質公債費比率33
借入金返済額の大きさを比率化したもので、資金繰りの危険度を表す比率

将来負担比率44
町全体の借入金や将来支払っていく必要がある負担の残高の程度を表す比率

健全化判断比率55
➀～➃の比率の総称

66 資金不足比率
公営企業の資金不足を事業の規模と比較したもので、経営状況を表す比率

用語の解説

実質公債費比率の推移（%）

�

��

��

R�R�R�R�R�

��.�

�.� �.� �.�
�.�

将来負担比率の推移（%）

�

��

��

��

��

��

��

R�R�R�R�R�
��.���.�

��.�

��.�

��.�

　消費税の引き上げによる増収分で、社会保障施策の財源として活用するものとされています。

消費税交付金 (社会保障財源分)44

全額、こども園の運営経費の財源として活用しました。
2億 2,521万 6,000円歳入額

使途
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み
ん
な
の
居
場
所
こ
ど
も
食
堂

こども食堂ってこんなとこ

「あなたの参加が、こども食堂を支えます！」
　こども食堂は「誰かのため」だけでなく「みんなで支え合う、みんなの居場所」。地域

の誰もが参加でき、こどもたちの笑顔を真ん中に、人と人との輪が広がっていきます。

「一度のぞいてみませんか？」――あなたの小さな一歩が、あたたかいつながりと、安心

して暮らせる地域を作ります。

こども食堂の利用者
として支える

あなたの利用が地域の輪を広げます

また大人の方が支払った料金は

そのまま運営資金に

食材提供者または
ボランティアとして支える
 …詳細は次のページへ（連絡先へ申し込み）

　最近よく耳にする「こども食堂」。地域のこ

ども達や大人が気軽に集まり、食事を楽しむ

場所です。食事を介して、人と人のつながり

を育み、地域の安心を育むこども食堂がわた

したちの町に広がっています。

町
に
ひ
ろ
が
る
、

み
ん
な
の
居
場
所
。

こ
ど
も
食
堂

町
に
ひ
ろ
が
る
、

み
ん
な
の
居
場
所
。

こ
ど
も
食
堂

人とのつながりと安心を育
む場所

食事を通じて、こども、保

護者、地域の大人が世代

を超えて交流する場所で

す。「顔見知り」が増える

ことで地域の安心感が高ま

ります。

1
子育てを共有できる場所

保護者にとって「安心して

こどもを任せられる居場所」

があることは心強いこと。

また、育児の悩みも共有し、

地域での子育てを実感でき

る場所でもあります。

2
それぞれに合った活躍がで
きる場所

食材提供者や寄付者として、

調理や配膳、学習、遊び相

手のボランティアとして、一

緒に食事をする利用者とし

て、活躍する形はいろいろ

です。

3

利用者の小学生。

「人参嫌いやけど知らんうちに食べてあった。

みんなで食べたらおいしいわ！」

「
い
つ
も
来
て
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が

今
日
は
来
て
な
い
、
ど
う
し
た
ん

や
ろ
・
・
・
・
」

 調理ボランティアの７０代の女性。

「仲間と集まりおしゃべりしながら
開催準備をする時間が毎月の楽しみ。」

「よそのこどもに声掛けたら不審者かもと驚かすから、したらあかんで」
と家族から言われていた８０代の女性。こども食堂でこども達と
顔見知りになり、外で会ってもお互いにあいさつ
しあうようになったそう。

MOGU MOGU
CAFE

FUREAIKODOMO

SH
IN
JYO

BA
SE

こどもだけじゃない。こどもだけじゃない。

こ
ど
も
ら
の
笑
顔
も
見
れ
て
、

「
こ
ど
も
食
堂
は
心
の
オ
ア
シ
ス
！
」

もぐ
もぐ
Cafe

ふれあいこ
ども
食堂

こどもも
おとなも

                       新城BASE
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笠田小学校区の小中高生 /無料
園児～高校生 /無料
保護者・地域の大人 /300円

園児～高校生 /無料
保護者・地域の大人 /300円

食堂名
（主催者）

開催予定日

場所

対象 /料金

利用申込

募集

問い合わせ

食堂名
（主催者）

四郷食堂
(四喜の会 )

新城おとな食堂
(新城公民館 )

開催予定日

場所

対象 /料金

問い合わせ

※主な利用対象者をこどもにしていない地域住民の身近な食堂です

毎月第１、第３日曜日 ※冬季休業
11:00~ 売切次第終了

四郷地域交流センターともがき

どなたでも可 /700円

なし

不定期開催 12:00~13:30

新城地域交流センターすぎのこ

新城地域の大人 /無料

新城公民館 26－0035

ふれあいこども食堂
（かつらぎ町赤十字奉仕団）

こども食堂新城 BASE
（一般社団法人 新城 BASE）

もぐもぐカフェ
（サークルもぐもぐ）

毎月最終土曜
 11：30～ 13：00
※12 月は休み

笠田東児童館 レストランカフェ新城 BASE 妙寺公民館

申込用紙を学校へ 公式 LINE
 申込用紙を妙寺公民館へ
TEL、公式 LINE、インスタ

食材提供者、大きいフライパン
を譲ってくれる方

 食材提供者、ボランティアスタッフ  食材提供者、ボランティアスタッフ

0736-22-4764（笠田東児童館）
090-2110-3456（事務局北岡）
メール y_kitaoka@icloud.com
公式 LINE

 090-4297-2576（事務局表具）
公式 LINE、インスタ

毎月第２月曜 16：30～ 19：30
※12 月のみ 12/1、12/22 開催

もぐもぐカフェ（小学生～高校生対象）
毎月第３火曜 16：30～ 18：00
プチもぐもぐカフェ（園児対象）
毎月第２火曜 16：30～ 18：00

こども食堂

地域食堂

食材費等を補助します。（開催１回に
つき５千円まで）
町内でこども食堂を実施中の方、開設
を検討中の方はご相談ください。
申請・問い合わせ：
福祉介護課社会福祉係（内線 2069）
※和歌山県による補助金制度もありま
す。県補助金の申請窓口は伊都振興局
（0736-33-4915）

「あなたの一歩が地域の
笑顔につながります」

できることからで大丈夫。
食べに行く、食材をわける、
少し手を貸す、

かつらぎ町こども食堂支援補助金
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スポ協フェスタ２０２５－あそビバ！ in かつらぎ－開催

　10月～11月にかけて、「スポ協フェスタ2025」が開催
されました。
　この祭典は、「スポーツをみんなのものに」をスローガ
ンに町スポーツ協会が開催しました。
　今年はかつらぎ西部公園の整備が概ね完成したことを
記念し、10月13日（スポーツの日）に総合開会式がかつ
らぎ西部公園ウォーキング広場で行われました。町ス
ポーツ協会に所属する12競技団体やスポーツ推進委員な
ど約130人が参加し、軟式野球一般競技の堀壯多さん
（兄井）が選手宣誓を行いました。期間中は町内各所で
16競技の大会が開催されました。
　総合開会式後、一般社団法人日本トップリーグ連携機
構と共催で「あそビバ！inかつらぎ」スポーツ体験会が
行われました。講師として、東京都内の公立小学校に勤
務されている岩田純一さんと元ソフトボール日本代表の
坂井寛子さんをお招きし、親子ペア26組が参加しまし
た。参加者は、ボールを使ったメニューを中心とした運
動、遊びのプログラムを親子一緒に楽しみました。閉会
時には、参加者に講師のサイン入りの修了証が授与さ
れ、参加者にとって楽しい思い出となりました。

　11月１日（土）～３日（月）の３日間、総合文化会館
で「第54回かつらぎ町文化展（町文化協会主催）」が開催
されました。
　洋画・日本画・書・工芸など10部門218人333点の作
品展示があり、会場を訪れた多くの方が展示作品を鑑賞
されました。

町文化展開催

　ボーイスカウトでは毎年スカウトの日に因んで美化活
動をしています。今年は９月14日（日）に中飯降駅から
西向きのガードレールの清掃活動をしました。指導者が
草刈りをした後スカウトたちは汗を流しながら、ガード
レールについたコケをスポンジで磨いてくれました。
　おかげで、ガードレールも心もきれいになりました。

カントリー大作戦（美化活動）

活動の様子

活動の様子

文化展の様子

広報かつらぎ  令和7年（2025年）12月号13

まちのわだいまちのわだい



地
域
を
む
す
ぶ
葛
城
修
験
〜
修
験

道
で
つ
な
が
る
歴
史
と
文
化
〜
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くらしの情報  INFO
　
令
和
５
年
度
か
ら
、
日
本
遺
産
「
葛

城
修
験
〜
里
人
が
守
り
伝
え
る
修
験
道

は
じ
ま
り
の
地
〜
」
の
普
及
啓
発
の
た

め
、
岩
出
市
・
紀
の
川
市
・
橋
本
市
・

か
つ
ら
ぎ
町
の
４
市
町
合
同
で
、
リ

レ
ー
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
第
３

回
目
と
な
る
今
年
度
は
、
橋
本
市
を
会

場
に
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時　
令
和
８
年
２
月
22
日
（
日
）

場
所　
橋
本
市
教
育
文
化
会
館
２
階
大

ホ
ー
ル
（
橋
本
市
東
家
１
―
６
―
27
）

定
員　
１
２
０
人
（
要
申
込
）※
申
込

募
　
集

有
　
料
　
広
　
告

多
数
の
場
合
抽
選
。
手
話
通
訳
が
必
要

な
方
は
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。　

講
師　
田
中　
利
典
氏
（
金
峯
山
修
験

本
宗
総
本
山
金
峯
山
寺
長
臈
大
容
山
林

南
院
住
職
）

演
題　
『
役
行
者
と
葛
城
修
験
・
大
峰

修
験
』

申
込
方
法　
①
ま
た
は
②
で
。

①
郵
送
（
往
復
は
が
き
）
記
入
例
を
参

考
に
、
岩
出
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
宛
て
郵
送
く
だ
さ
い
。

②
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
期
間　
12
月
１
日
（
月
）
〜
令
和

８
年
１
月
21
日
（
水
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
岩
出
市
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
☎
０
７
３
６

―
62
―
２
１
４
１
）

　
11
月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
に
か
け
、

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

か
ら
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促
進

の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。
患
者
負

担
の
軽
減
や
医
療
保
険
財
政
の
改
善
の

た
め
、
こ
の
機
会
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
使
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

使
用
を
強
制
す
る
お
知
ら
せ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
使
用
を
希
望
す
る
方
は
、
か

か
り
つ
け
医
ま
た
は
薬
剤
師
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

対
象　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用

し
た
場
合
、
１
カ
月
の
自
己
負
担
額
が

２
０
０
円
以
上
軽
減
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
方
。

問
い
合
わ
せ　
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
（
☎
０
７
３
―
４
２
８

―
６
６
８
８
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促
進

令
和
８
年
度
橋
本
周
辺
広
域
市
町
村
圏
組

合
入
札
参
加
資
格
審
査
受
付
・
追
加
募
集

医
療
材
料
、
医
薬
品
、
役
務
の
提
供
な

ど
を
含
む
）、
建
設
工
事
、
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
で
す
。

申
込
資
格　
地
方
自
治
法
施
行
令
第
１

６
７
条
の
４
と
11
第
１
項
の
規
定
並
び

に
次
の
各
項
目
に
よ
り
ま
す
。

①
令
和
８
年
１
月
５
日
現
在
、
引
き
続

き
１
年
以
上
そ
の
営
業
に
従
事
し
て
い

る
こ
と
。

②
国
税
お
よ
び
地
方
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と
。

③
営
業
に
関
し
許
可
、
認
可
な
ど
を
必

要
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
許
可
、

認
可
な
ど
を
得
て
い
る
こ
と
。

④
営
業
状
態
が
健
全
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
。

提
出
書
類　
Ａ
４
フ
ァ
イ
ル
綴
り
、
各

１
部
。

物
品　
入
札
（
見
積
）
参
加
資
格
審
査

申
請
書
と
組
合
が
指
定
す
る
必
要
書
類

※

様
式
は
組
合
窓
口
配
布
ま
た
は
、
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
な
ど　
組
合
が
指
定
す
る
必
要
書

類
。

※

様
式
は
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

競
争
参
加
資
格
審
査
申
請
書
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

提
出
方
法　
持
参
ま
た
は
郵
送

※

郵
送
の
場
合
、
令
和
８
年
２
月
６
日

（
金
）
必
着
。

※

提
出
書
類
・
方
法
の
詳
細
は
、
12
月

１
日
か
ら
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
令
和
８
年
１
月
５
日（
月
）

〜
２
月
６
日
（
金
）
午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
５
時※

土
日
祝
除
く

※

今
回
の
申
請
は
、
令
和
８
年
度
の
み

有
効
で
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　
橋
本
周
辺
広

域
市
町
村
圏
組
合
事
務
局
（
橋
本
市
市

脇
１―

１―

６
・☎
０
７
３
６―

32
ー

７
１
２
１
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.hashim

otokouiki.jp/

）

お 

知 

ら 

せ

　
物
品
購
入
（
原
材
料
、
修
繕
、
機
械

点
検
、リ
ー
ス
、レ
ン
タ
ル
、医
療
機
器
、 

お申し込み

有
　
料
　
広
　
告



若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

き
の
か
わ

広報かつらぎ  令和7年（2025年）12月号15

INFO  くらしの情報

相
　
談

有
　
料
　
広
　
告

医
療
材
料
、
医
薬
品
、
役
務
の
提
供
な

ど
を
含
む
）、
建
設
工
事
、
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
で
す
。

申
込
資
格　
地
方
自
治
法
施
行
令
第
１

６
７
条
の
４
と
11
第
１
項
の
規
定
並
び

に
次
の
各
項
目
に
よ
り
ま
す
。

①
令
和
８
年
１
月
５
日
現
在
、
引
き
続

き
１
年
以
上
そ
の
営
業
に
従
事
し
て
い

る
こ
と
。

②
国
税
お
よ
び
地
方
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と
。

③
営
業
に
関
し
許
可
、
認
可
な
ど
を
必

要
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
許
可
、

認
可
な
ど
を
得
て
い
る
こ
と
。

④
営
業
状
態
が
健
全
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
。

提
出
書
類　
Ａ
４
フ
ァ
イ
ル
綴
り
、
各

１
部
。

物
品　
入
札
（
見
積
）
参
加
資
格
審
査

申
請
書
と
組
合
が
指
定
す
る
必
要
書
類

※

様
式
は
組
合
窓
口
配
布
ま
た
は
、
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
な
ど　
組
合
が
指
定
す
る
必
要
書

類
。

※

様
式
は
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

競
争
参
加
資
格
審
査
申
請
書
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

提
出
方
法　
持
参
ま
た
は
郵
送

※

郵
送
の
場
合
、
令
和
８
年
２
月
６
日

（
金
）
必
着
。

　
適
職
診
断
、
面
接
対
策
を
お
手
伝
い

し
ま
す
。「
自
分
に
合
っ
た
仕
事
を
知

り
た
い
」「
就
活
の
仕
方
が
分
か
ら
な

い
」
と
お
悩
み
の
方
、
ま
ず
は
お
電
話

く
だ
さ
い
。（
49
歳
ま
で
の
方
利
用
で

き
ま
す
）

日
時　
月
〜
金
曜
の
午
前
10
時
〜
午
後

６
時
※
祝
日
除
く

対
象　
就
労
を
希
望
す
る
無
職
の
方

（
15
歳
〜
49
歳
の
方
と
そ
の
家
族
）

費
用　
相
談
・
利
用
無
料

問
い
合
わ
せ　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
き
の
か
わ
（
☎
０
７
３
６
―
33

―
２
９
０
０
）

※

提
出
書
類
・
方
法
の
詳
細
は
、
12
月

１
日
か
ら
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
令
和
８
年
１
月
５
日（
月
）

〜
２
月
６
日
（
金
）
午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
５
時※

土
日
祝
除
く

※

今
回
の
申
請
は
、
令
和
８
年
度
の
み

有
効
で
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　
橋
本
周
辺
広

域
市
町
村
圏
組
合
事
務
局
（
橋
本
市
市

脇
１―

１―

６
・☎
０
７
３
６―

32
ー

７
１
２
１
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.hashim

otokouiki.jp/

）

　
物
品
購
入
（
原
材
料
、
修
繕
、
機
械

点
検
、リ
ー
ス
、レ
ン
タ
ル
、医
療
機
器
、 

時間
［開場］13:30
［開演］14:00

チケット発売中
※１人５枚まで

料金 ［全席指定］
Ｓ席2,000円
Ａ席1,500円

会場　大ホール

お照の一灯
12/
20土・21日

詳しくはこちら

☎総合文化会館（22-0303）

総合文化会館イベント情報
－紀州かつらぎふるさとオペラ－



相　談　日

ひ
き
こ
も
り

こ 

ど 

も

就
　
　
労

く
　
ら
　
し

日　　時 問い合わせ

　 交際費の公表

弔慰
見舞い
お祝い
賛助
会費
その他

11,000円
―

69,850円
―
―

119,763円
200,613円

1件
―
3件
―
―
8件
12件

―
―
―
―
―
―
0円

―
―
―
―
―
―
0件計

９・10月分 町および町長
金　額 件　数 金　額 件　数

議会および議長
納期限

12月25日（木）
● 町民税・県民税　　　　第７期
● 固定資産税　　　　　　第７期
● 国民健康保険税　　　　第６期
● 後期高齢者医療保険料　第６期

12月26日（金）
● 介護保険料　　　　　　第５期
町税などの納付は便利で確実な口座振
替をご利用ください。

青年のための「居場所」
ひきこもり相談会
小中高生相談日
シニア（65歳以上）相談会
女性相談日
よりみち親の会

こども家庭センター（妊娠～子育ての相談）

障害者・ひきこもり者等就労相談支援センター

無料職業紹介所

就職相談

ふくし何でも相談　※電話相談、訪問相談可
成年後見制度の相談
無料法律相談（先着順）

理学療法士相談（予約制）

消費生活相談

不登校の居場所 ※金曜カウンセリング可、学校休業時除く

ＮＰＯ法人よりみち
（よりみち菊谷）
☎090-7093-9595

社会福祉協議会
（地域福祉センター２階）
☎22-5222

健康保険課健康推進係
（内線6031）
教育委員会（教育支援
センター）☎22-0303

ＮＰＯ法人よつ葉福祉会
（佐野677-1）☎22-3271
まちづくり推進課商工
振興係（内線2212）
伊都振興局地域づくり課
☎0736-33-4909

健康保険課健康推進係
（内線6031）
まちづくり推進課商工
振興係（内線2212）

有
　
料
　
広
　
告

月～金曜13:30～15:30（12/24～1/8閉館）

３日(水)13:30～15:30
23日(火)13:30～15:30
17日(水)13:30～15:30
金曜13:30～15:30

３日(水)19:00～大谷地域交流センター

月～金曜8:30～17:15
（祝日除く）
月～金曜9:00～15:00
（祝日除く）

月～金曜9:00～17:00
（祝日除く）
月～金曜8:30～17:15
（祝日除く）

月～金曜8:30～17:15
（26日まで）
８日(月)・22日(月)13:30～15:30

５日(金)・19日(金)
13:00～17:00

９日(火)笠田公民館佐野分館、16日(火)笠田東児童館
３日(水)・24日(水)総合文化会館　時間14:00～15:30

２日(火)かつらぎ町役場、16日(火)橋本市役所
23日(火)九度山町役場　時間13:00～16:00

相 談 窓 口

広報かつらぎ  令和7年（2025年）12月号 16



●
一
般
書

ま
い
に
ち
食
べ
た
い
！
生
姜
レ
シ
ピ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
島　
土
紀
子

す
き
ま
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ　
主
婦
の
友
社

子
ど
も
の
「
成
長
痛
」
解
消
マ
ニ
ュ
ア

ル　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
田　
繕
博

必
然
と
い
う
名
の
偶
然　
西
澤　
保
彦

こ
の
ノ
ラ
猫
、
幸
せ
調
査
員
に
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
兼　
源
太
郎

●
児
童
書

給
食
当
番
の
い
ち
に
ち　
大
塚　
菜
生

（
文
）・
イ
シ
ヤ
マ 

ア
ズ
サ（
絵
）

ま
ほ
う
の
は
み
が
き
こ　
志
津 

栄
子

（
作
）・
ま
つ
な
が　
も
え（
絵
）

嗅
ぐ
の
が
楽
し
く
な
る
鼻
の
ひ
み
つ　

　
　
　
さ
い
と
う　
あ
ず
み（
文
・
絵
）

あ
る
く
く
ま　
谷
川　
俊
太
郎
（
文
）・

祖
敷　
大
輔（
絵
）

図書館
だより
12月の休館日

１・８・15・22・29～1/5

開館 9:00～17:00
☎22-0303

救
い
と
慈
愛
に
満
ち
溢
れ
た

医
療
小
説
。

眠
れ
な
い
夜
に
寄
り
添
う
物

語
。

機
嫌
よ
く
毎
日
を
過
ご
す

「
老
年
の
ヒ
ン
ト
」
満
載
。

視
覚
障
害
に
つ
い
て
の
理
解

を
助
け
る
絵
本
。

 

あ
の
子　
に
ま
つ
わ
る
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
た
ち
の
短
い
お
話

を
収
録
。

街
中
で
よ
く
見
る
も
の
の
名

前
や
機
能
な
ど
を
ま
ん
が
で

詳
し
く
解
説
。

新 

着 

図 

書

広報かつらぎ  令和7年（2025年）12月号17

　
年
末
の
休
館
に
伴
い
、
貸
出
期
間
と

冊
数
を
変
更
し
ま
す
。

変
更
期
間　
12
月
７
日（
日
）〜
28
日（
日
）

貸
出
期
間　
28
日
以
内

貸
出
冊
数　
20
冊
以
内

※
こ
の
間
の
本
の
延
期
は
、
通
常
通
り

14
日
以
内
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
延
期
不
可
。

お 

知 

ら 

せ

●
年
末
の
休
館
・
貸
出

　
４
月
〜
10
月
で
予
約
の
多
か
っ
た
本

を
紹
介
し
ま
す
。

１
位　
逃
亡
者
は
北
へ
向
か
う　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柚
木　
裕
子

２
位　
カ
フ
ネ　
　
　
　
阿
部　
暁
子

３
位　
国
宝
（
上
）　　

 

吉
田　
修
一

４
位　
国
宝
（
下
）　　

 

吉
田　
修
一

　
　
　
一
次
元
の
挿
し
木　

●「
ベ
ス
ト
予
約
本
」
発
表

kids

一
般
書
新
着
図
書

児
童
書
新
着
図
書

「大人も知らない
みのまわりの謎大全」
ネルノダイスキ（著）

「うちのクラスに天才子役」
吉野　万理子（作）
satsuki（絵）

「わたしのくつしたはどこ?」
フロレンシア・エレラ（文）
ベルナルディータ・オヘダ（絵）

「春の星を一緒に」
藤岡　陽子（著）

「90歳、男のひとり暮らし」
阿刀田　高（著）

「宇宙の片すみで眠る方法」
畑野　智美（著）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
下　
龍
之
介

　
　
　
禁
忌
の
子　
　
　
山
口　
未
桜

５
位　
万
博
＆
大
阪
観
光

　
　
　
キ
ン
グ
ダ
ム
76　
　
原　
泰
久

　
　
　
ア
ル
プ
ス
席
の
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
見　
和
真

　
　
　
大
阪
・
関
西
万
博
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　
　
　
学
生
街
の
殺
人　
東
野　
圭
吾

　
　
　
Ｃ
線
上
の
ア
リ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湊　
か
な
え

READING
IS FUN!

”

“



TOWN CULTURE

［問］ かつらぎ総合文化会館　☎22-0303・FAX22-7102

12/1▶１/15
詳しくはこちら

かつらぎ総合文化会館 ホールのご案内

広報かつらぎ  令和7年（2025年）12月号 18

※催物名、日時、内容などが主催者の都合により変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。
　また、主催者の都合により掲載していない催物があります。催物の有無は主催者までご確認ください。

開催日 場所 イベント名 開演 主催者・問い合わせ他

県立笠田高等学校軽音楽部（☎22-1029）
／無料
町・町商工会／まちづくり推進課
（☎22-0300) ／関係者

町・町教育委員会／こども未来課
（☎22-0303）／無料
県高等学校文化連盟郷土芸能部会／南出
（☎073-499-0034）／無料

12/26（金） AV

大

13:00

1/7（水）

1/11（日）

14：00

1/12（祝・月） 大 13:00

県立笠田高等学校 軽音楽部
fun concert 2025 vol.2
かつらぎ町新年賀詞交歓会

大 9:00かつらぎ町消防出初式

紀州かつらぎふるさとオペラ
『お照の一灯』

令和７年度県高文連郷土芸能部会和太鼓
講習会「ジャンプアップフェスティバル」

紀州かつらぎふるさとオペラ実行委員会／町・町教育
委員会（☎22-0303）／S席2,000円A席1,500円

12/20(土)
・21（日） 大

　かつらぎ総合文化会館のイベント情報を
LINEで配信しています。かつらぎ町LINEのお
友達追加後、受信設定をお済ませください。

設定方法　❶かつらぎ町LINE
友達追加する。❷「受信設定」
を押す。❸生年月日を入力＞住
まいを選択＞ほしい情報で「イ
ベント・講座」を選択＞完了町LINE

LINEでイベント情報を配信

岡本音楽教室
17thピアノコンサートAV

AV 元気が出る健康フォーラム 12:50

13:30

14：00

12/6（土）

12/7（日）

和歌山ヤクルト販売株式会社
（☎073-473-8960）／無料
岡本音楽教室（☎22-2951）／無料

町／危機管理課（☎22-0300)／関係者

大 14：00かつらぎ町二十歳のつどい
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12月号では、文芸の窓特別版として、町内の中学生が授業で取り組んだ俳句・短歌を紹介します。
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12月 こそだてカレンダー

※りんごちゃん教室は２カ月に１回の開催。
※警報発令時の中止：午前中の健康相談・教室は午前８時
30分の時点、午後の健診・教室は午前11時の時点。

持ち物  母子手帳、バスタオル
問い合わせ　健康保険課健康推進係（内線2054）

LINE予約開始
町LINEメニューから予約できます。
・子育て広場「すくすく」の予約
・母子手帳の交付予約
・子育てに関する相談受付
・子育て支援センターイベント予約

かつらぎ町
LINE

　「ヨガでリフレッシュしません
か？」のイベントで「わたし、こ
んなのできるよ」とママの真似を
してポーズをとって見せてくれて
います。
　またママに、「じょうずだね～」
と声援を送り、会場のみんなをほ
っこりさせてくれました。

イベントは都合により変更になる場合がありますので、ご
理解とご協力をお願いします。子育て支援センターからのお便り

※詳しくは、健康推進係までお問い合わせください。

日程 サークル名 場所
12/19（金）笠田育児 笠田ふるさと交流館

● 育児サークル（10:00～11:00）

※利用する場合は、施設にお問い合わせください。

● 園庭開放（要事前予約）

聖心幼稚園
（☎22-1336）

佐野こども園
（☎22-6260）
三谷こども園
（☎23-3730）

9:30～10:30

9:30～10:30

9:30～11:0012/16（水）

12/16（火）

12/9（火）

● 子育て支援センター
12/５・12（金）9:00～11:30
「おめでとう」のコーナー
　対象：誕生月の未就園児のみ
　持ち物：タオル・ウェットティッシュ
12/11（木）10:00～11:00
わくわく広場
　内容：振ってかわいい！クリスマス製作
　持ち物：飲み物
　定員：６組　要予約：11/27（木）～

12/24（水）10:00～11:00
なかよし広場
　内容：モリーさんと歌って遊ぼうクリス
　マス会♪　持ち物：飲み物
　定員：10組　要予約：12/10（水）～

〔育児相談〕
　子育てについて悩んでいませんか？
　いつでもお気軽に、ご相談ください。
開館　月～土曜 ※祝日除く・土曜は正午まで
　　　午前９時～正午、午後１時～４時
場所　保健福祉センター１階
問い合わせ　子育て支援センター「はぐく
み」（内線6013・☎080-8317-3788）

身体計測・医師による診察・発達観察
・育児相談・離乳食指導

ふれあい遊び・子守歌・絵本の読み聞
かせ・ペープサート・ブックスタート事
業による絵本のプレゼント

身体計測・発達観察・育児相談・離乳
食指導・歯科指導

身体計測・発達観察・育児相談・食事
指導・歯科指導

身体計測・医師による診察・歯科医師
による歯科検診・発達観察・食事指導
・歯科指導

助産師による母乳相談、栄養士によ
る離乳食相談など

ふれあい遊び・手遊び・絵本の読み聞
かせ

事業名 日　時 時　間 対　象 内　容
４か月・６か月児

健康診査
１歳６か月児
健康診査

10か月児健康相談

12/24㈬

12/16㈫

12/3㈬

12/10㈬
1/7㈬

12/11㈭

12/11㈭

13：30～
15：00

13：30～

10：00～

令和７年６・８月生まれ

受付時間は
個別に通知

令和６年４・５月生まれ

乳児を持つ保護者と妊婦

令和６年12月生まれ
令和７年１月生まれ

令和７年１月生まれ

令和５年10月生まれ

令和７年４・５月生まれ
令和７年５・６月生まれ

２歳児健康相談

子育て広場
「すくすく」
７か月児教室
「さくらんぼ」

乳児教室
「りんごちゃん」

12/12㈮



〒
649-7192 和

歌
山
県
伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
丁
ノ
町
2160

TEL：
0736-22-0300　

FA
X
：
0736-22-6432 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
https：

//w
w
w
.tow

n.katsuragi.w
akayam

a.jp/
電
子
メ
ー
ル
：
info@

tow
n.katsuragi.lg.jp

かつらぎ町
ホームページ

かつらぎ町
LINE登録

発
  行
  日
：
令
和
7年
12月

1日
 （
通
巻
802号

）
編
集
･発
行
：
か
つ
ら
ぎ
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

❶谷澤さんが獲得したメダル（金・銅）❷手話で
「デフリンピック」を表すポーズで集合写真
❸今大会メダル（レプリカ）❹キャラバンカー

左）橋本・伊都聴覚障害者協会及び手話関係者の皆さん
右）ライトアップした平和祈念像

かつらぎ町の人口
（10月末日現在）

15,100人（前月比－19人）　男 7,132人　女 7,968人　世帯数 7,116世帯
出生 ６人　死亡 17人　転入 31人　転出 39人

手話でつながるスポーツの魅力
デフリンピックキャラバンカー来町
　10月１日（水）、「東京2025デフリンピック」のキャ
ラバンカーが役場を訪れました。
　デフリンピックは、聴覚に障害のあるアスリートが出
場する国際的なスポーツ大会です。手話を交えた紹介や
体験を通して、スポーツの魅力や多様なコミュニケー
ションの大切さを職員や来庁者に伝えてくれました。
　当日は1964年国際身体障害者スポーツ大会（パラリ
ンピック）メダリストの谷澤八重子さんも応援に駆けつ
け、一層PR活動を盛り上げました。
　今大会は、11月15日～ 26日までの12日間、東京都
を中心に開催されました。

「手話言語の国際デー」にあわせ
平和祈念像 青色にライトアップ
　９月23日（祝・火）の「手話言語の国際デー」
にあわせて、町のシンボルである平和祈念
像を青色にライトアップしました。
　この日は手話が大切な「言語」であるこ
とを広く知ってもらうため、国連が定めた
国際的な記念日です。
　青は平和を象徴する色。平和祈念像が夜
空に青く浮かび上がり、通りがかった方が
足を止めて見上げる姿も見られました。

12月3日～9日は障害者週間
　障害者週間は、国民に広く障害者福祉への関
心と理解を深めるとともに、障害者が社会、経済、
文化その他あらゆる分野の活動に積極的に参加
する意欲を高める目的として設定されました。

橋本・伊都障害者差別解消支援地域協議会
　橋本・伊都地域の障害者差別を解消するため
に関係者が話し合う場をつくり、障害のある人
もない人も共に暮らせる地域づくりのため、橋
本・伊都障害者差別解消支援地域協議会を設置
しています。障害を理由とする差別や合理的配
慮についてなど、困ったことがあれば、かつら
ぎ町福祉介護課、内閣府「つなぐ窓口」、相談
支援事業所または橋本・伊都地域基幹相談支援
センターへご相談ください。

問い合わせ
福祉介護課障害福祉係
（内線2063）

さなちゃん なぎちゃん

こんにちは

10月の４か月健診に
来た赤ちゃんを
ご紹介します♪

赤ちゃん
あきらちゃん

内閣府


